
可視化に基づく
高度化



情報環境マスタープランの理念と目標
名古屋大学の学術憲章に示される基本理念を礎とする 
「人間性と科学の調和的発展」，「高度な研究と教育の実践」
情報環境の理念と戦略・実施計画を全学で策定・共有
・魅力的かつ先進的な情報環境
・情報基盤・情報サービス・利用者の調和
・情報通信技術 (ICT) による可視化とそれに基づく高度化

1. データ収集・統合の推進
2. 情報環境全体の水準向上
 情報基盤と情報サービスの戦略的な整備と運用
 利用者の ICT 活用能力の向上
3. 利便性・安全性・信頼性の 3軸による評価

基本方針

情報基盤 情報ｻｰﾋﾞｽ 情報ｻｰ

利用者 データ収集・統合 

情報環境を構成する 
3つの要素 

3つの基本戦略 
(1)  利用者中心 
(2)  長期ビジョンに基づくマイルストンの設定 
(3)  実施体制の高度化 

 
 

情報報基盤 情
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３つの基本戦略

情報環境整備達成の評価軸

利用者中心 基本戦略（１）
利用者像の明確化と満足度向上
利用者として，(1) 教職員・学生を中心とした利用者群， 
(2) 学内組織運営に関わる利用者群，(3) 地域・社会の利用者群 
の３つに分類し，それぞれの利用者群のニーズを反映した満足度の高い 
情報環境の長期的な設計を進め，各利用者群への貢献が拡大するように 
情報環境を整備する．同時に，利用者の情報リテラシーを高める．

長期ビジョン 基本戦略（２）
長期ビジョンに基づくマイルストンの設定
名古屋大学の基本理念とマスタープランの理念に沿った 10年以上に渡る
ゆるやかな長期ビジョンに基づき，情報環境に関する長中期計画を 
策定・維持する．名古屋大学中期目標の一期 6年を単位として， 
各中期目標・中期計画の方向性を戦略的に与え，期末ごとのマイルストンと 
その達成に必要な計画を定める．

実施体制の高度化 基本戦略（３）
人材の確保と育成を含む実施体制の高度化
情報関連組織の高度化と人材育成を行いつつ，魅力ある情報環境の
整備を行う．

３つの評価軸に沿って情報環境整備の達成目標を定め，
定期的に計画と実施施策を評価

評価項目例
・インタフェースの利用者満足度
・情報ネットワークの開放性，容量等

評価項目例
・可用率，故障率，保守性等
・運用スキル標準

評価項目例
・システム設計安全基準
・情報環境利用スキル標準
・セキュリティ監査

可視化に基づく可視化に基づく
高度化高度化

可視化に基づく
高度化

ー 2ー



基本戦略（１）　利用者中心

基本戦略（２） 
長期ビジョンに基づくマイルストンの設定

 
 

 
 

 

 

H16(2004)-H21(2009) 

準備期間  

2010

2016

教育・研究
及び大学経営の
高度化支援

教育・研究及び
大学経営の可視化推進

情報基盤整備・運用

H22(2010)-H27(2015) 

H28(2016)-H33(2021) 

 

 

・教職員・学生の満足度向上
・教育・研究の可視化
・学修活動の可視化
・研究活動の可視化

・大学経営の可視化
・事務の可視化

 
 

 
 
 

可視化によって 
教育・研究及び大学経営に 
関する活動と情報環境が 
相互作用的に高度化される

教育・研究 大学経営

社会貢献
人材育成

可視化に
基づく高度化

情報環境

信
頼
性

安
全
性

利
便
性
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基本戦略（３）　実施体制の高度化

情報連携統括本部
本部長（CIO）

副本部長（副CIO）

総 長

プロジェクト・業務連絡会
プロジェクト専門委員会

情報システム運用部会
－－－システム運用部会
－－－システム運用部会

情報連携統括本部会議

教育研究評議会

経営協議会

①本学の研究，教育等に係る情報化を推進する
ための実践的調査研究及び情報技術支援を行う．

②情報メディアを活用した教育に関する研究開発
を行うとともに，本学の情報メディアによる教育，
教材開発及び研究を支援する．

③情報リテラシー教育・啓発活動を実施する．

情報推進部

戦
略
実
施

計
画
提
示

戦略実施

計画提示

学
内
教
育
組
織

中・長期プロジェクト
－－－プロジェクト
－－－プロジェクト

室長 （CIO補佐役）室長（CIO補佐役）

情報基盤整備，情報
システム導入等の
方策に係る企画・立案
等を行う．

各部局・運営支援組織・本部事務局

情報推進課／情報基盤課

情報システム業務等の
運用，開発及び支援，
基盤センターの運用支援
業務並びに統括本部に
係る事務等を行う．

支
援

連携

参
加

参
加

情報基盤センター

７
大
学
基
盤
セ
ン
タ
ー
・N

II

・
他
機
関

連携

学術情報開発研究部門
情報基盤ネットワーク研究部門
大規模計算支援環境研究部門
教育情報メディア研究部門

参
加

人材の確保と育成

（１）教員の確保 （２）情報系職員の確保と人材育成

情報戦略室

研 究 部 門

参
加

参
加
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